
エ
ク
セ
レ
ン
ト
・
レ
デ
ィ
　
亜
紀

大
津
清
志
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時
は
流
れ
今
は
西
暦
２
２
６
７
年
、
毎
週
世
界
各
国
（
７
カ
国
）
の
、
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
宇
宙
定
期
便
が
飛

び
立
ち
、
ま
た
１
週
間
位
で
帰
還
し
て
来
る
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
時
代
に
は
現
在
の
よ
う
に
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
を

世
界
が
見
つ
め
る
事
も
な
く
、
ち
ょ
う
ど
現
在
の
国
道
か
高
速
道
を
走
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
定
期
便
感
覚
で
し
か

見
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
と
言
う
の
が
、
西
暦
２
０
２
０
年
代
に
超
電
磁
波
利
用
法
と
反
重
力
の
解
明
、
小
型
軽
量
最
小
化
さ
れ
た
ビ
ッ

グ
バ
ン
の
活
用
を
い
ず
れ
も
１
機
の
宇
宙
船
に
縮
小
搭
載
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
（
い
わ
い
る
核
燃
料
の
進
歩
型
）

し
、
宇
宙
船
の
形
も
ス
リ
ム
に
な
り
、
丁
度
現
在
の
コ
ン
コ
ル
ド
に
似
た
先
端
部
分
が
非
常
に
と
が
っ
た
形
で
見

た
目
も
格
好
い
い
飛
行
機
の
よ
う
な
宇
宙
船
に
改
良
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
頃
亜
紀
（
25
才
）
は
日
本
の
宇
宙
船
の
初
め
て
の
フ
ァ
ー
ス
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
月
１
回
（
７
日
間
）
月

の
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
行
く
の
に
加
え
、
火
星
の
マ
ー
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
物
資
の
配
送
と
旅
客
運
輸
を

正
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
行
っ
て
い
た
。
宇
宙
船
の
名
前
は
未
来
で
あ
る
。
副
操
縦
士
は
２
人
い
て
１
人
は
35
才

の
既
婚
男
性
で
名
は
有
紀
。
も
う
１
人
の
副
操
縦
士
は
28
才
の
既
婚
女
性
で
あ
る
絵
美
。
３
人
と
も
東
大
の
宇

宙
工
学
部
を
卒
業
し
て
い
た
。

　
特
に
亜
紀
は
首
席
で
卒
業
し
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
へ
行
き
博
士
号
も
取
っ
た
こ
と
を
認
め

ら
れ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
で
初
め
て
女
性
宇
宙
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
、
英
才
教
育
さ
れ
た
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
。
日
本
の
宇
宙

パ
イ
ロ
ッ
ト
は
正
が
７
人
（
女
性
１
人
）
副
が
32
人
（
女
性
５
人
）
。
も
ち
ろ
ん
亜
紀
は
世
界
で
始
め
て
の
女
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性
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
、
世
界
的
に
有
名
な
宇
宙
工
学
博
士
で
あ
り
、
美
し
き
女
優
の
よ
う
な
顔
と
ス
タ
イ
ル
と
、
三

拍
子
揃
っ
た
美
人
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。

　
今
日
も
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
亜
紀
は
亜
紀
の
操
縦
す
る
未
来
に
物
資
を
積
み
入
れ
る
様
子
を
見
な
が
ら

絵
美
（
も
う
１
人
の
副
操
縦
士
）
有
紀
（
副
操
縦
士
）
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
３
人
で
フ
ラ
イ
ト
に
あ
た
っ
て
の
打

ち
合
わ
せ
を
管
制
塔
下
の
部
屋
で
し
て
い
た
。

　
今
日
の
フ
ラ
イ
ト
は
、
添
乗
員
の
他
に
客
が
１
２
０
名
、
他
に
荷
物
の
最
大
積
載
量
が
３
０
０
０
ト
ン
だ
か
ら
、

未
来
は
か
な
り
大
型
の
宇
宙
船
で
あ
る
。
最
初
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
行
き
２
日
間
停
泊
し
、
次
に
マ
ー
ズ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
行
き
、
そ
こ
で
ま
た
２
日
間
の
停
泊
、
そ
の
後
地
球
に
帰
還
と
な
る
わ
け
だ
。

　
今
日
の
荷
物
は
火
星
で
の
地
下
工
事
用
の
資
材
が
メ
イ
ン
だ
（
月
・
火
星
は
地
下
が
居
住
基
地
）
。
月
面
及
び

火
星
表
面
を
見
れ
ば
分
か
る
が
非
常
に
隕
石
（
ク
レ
ー
タ
ー
跡
）
の
多
い
星
な
の
で
、
地
下
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以

内
は
危
な
い
の
で
、
そ
れ
以
上
堀
り
進
ん
だ
所
に
居
住
地
が
あ
る
。
そ
こ
に
地
球
か
ら
ハ
ネ
ム
ー
ン
で
来
た
若
き

新
婚
カ
ッ
プ
ル
、
工
事
作
業
員
、
科
学
者
、
ふ
ら
っ
と
一
人
旅
の
者
、
そ
の
他
色
々
な
人
達
が
１
人
３
８
０
万
円

で
１
往
復
し
て
い
た
。
さ
ら
に
ハ
ネ
ム
ー
ン
は
２
人
で
６
０
０
万
円
と
い
う
格
安
パ
ッ
ク
も
あ
っ
た
。
快
適
な
宇

宙
の
旅
を
格
安
で
満
喫
出
来
る
時
代
に
な
っ
て
い
た
。
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フ
ラ
イ
ト
ま
で
あ
と
残
す
と
こ
ろ
３
時
間
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
突
然
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
か
ら
Ｔ
Ｅ
Ｌ
が
入
っ
た
。
今
実

験
中
の
ワ
ー
プ
を
解
明
出
来
た
と
い
う
連
絡
が
宇
宙
工
学
科
学
者
全
員
に
入
り
、
亜
紀
に
も
召
集
命
令
が
下
っ
た

の
で
あ
っ
た
。
今
ま
で
は
第
３
宇
宙
速
の
５
倍
ま
で
は
現
在
の
コ
ン
コ
ル
ド
型
宇
宙
船
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
製
）
で
も
出

せ
た
が
、
光
速
に
近
い
ワ
ー
プ
ス
ピ
ー
ド
は
人
間
の
第
２
の
夢
で
あ
っ
た
。

　
第
１
は
反
重
力
の
解
明
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
事
に
つ
い
て
は
今
ま
で
人
間
は
あ
ま
り
に
も
深
く
考
え
過
ぎ
て
い

た
の
で
磁
力
の
反
発
の
意
味
が
理
解
出
来
て
い
な
か
っ
た
の
だ
っ
た
。
と
言
う
の
が
反
重
力
の
発
見
の
遅
か
っ
た

理
由
な
の
だ
が
、
何
で
も
そ
う
だ
が
、
た
と
え
ば
電
気
は
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
で
磁
力
も
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
で

あ
る
。
だ
が
磁
力
は
８
方
向
で
あ
る
事
に
気
付
い
た
。
亜
紀
は
去
年
、
宇
宙
工
学
学
会
に
１
つ
の
文
書
を
提
出
し

て
い
た
。
も
し
そ
れ
が
認
め
ら
れ
れ
ば
ノ
ー
ベ
ル
賞
は
間
違
い
な
い
く
ら
い
の
科
学
文
書
で
、
今
回
、
世
界
が
宇

宙
工
学
の
ト
ッ
プ
技
術
陣
を
集
め
た
の
も
、
そ
の
亜
紀
の
文
書
も
何
か
受
賞
の
対
象
に
な
る
と
の
事
で
、
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ａ
か
ら
直
に
亜
紀
に
連
絡
が
入
っ
た
の
で
あ
る
。

　
あ
る
気
体
に
光
を
当
て
た
と
き
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
色
対
色
が
真
空
状
態
に
ど
の
く
ら
い
変
化
を
も
た
ら
す

か
？
　
溶
け
合
う
色
は
電
気
を
通
し
て
、
そ
の
物
体
は
移
動
出
来
る
か
？
　
と
言
う
の
が
当
時
の
課
題
で
あ
っ
た

が
、
亜
紀
は
こ
の
地
球
上
に
は
な
い
、
あ
る
気
体
の
中
で
は
、
物
質
が
あ
る
周
波
数
の
時
に
エ
ッ
ク
ス
（
Ｘ
）
線

及
び
ガ
ン
マ
光
線
を
丁
度
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
す
る
よ
う
に
筒
型
の
寝
台
に
人
間
が
横
た
わ
る
と
、
中
に
入
っ
た
人
間

は
、
こ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
用
途
の
寝
台
か
ら
そ
の
人
が
、
衣
類
、
貴
金
属
を
着
け
た
ま
ま
１
光
年
先
へ
出
て
く


